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Our delegation returned well from Dushanbe the capital 
city of the Republic of Tajikistan to Japan on 18th March 
2016 with lots of good memories and impressions. 
We would like to sincerely thank everyone who were 
related with this trip for their valuable support, contribution 
and cooperation, especially the Embassy of Republic of 
Tajikistan in Japan and Embassy of Japan in the Republic 
of Tajikistan. We cordially thank the leadership of the 
Tajikistan Institute of Physical Education named after 
Saidmumin Rahimov, National Olympic Committee 
of Tajikistan, Tajikistan Sumo Association, Karate-Do 
Federation of Tajikistan, Judo Federation of the Republic 
of Tajikistan and government of Varzob district for their 
warm Tajiki hospitality and local arrangements.  
We believe that with this trip we made another small 
but important contribution to promote a relationship, 
friendship and cooperation between Japan and Tajikistan 
through sport. 
   
Photo 11. Judo coach from University of Tsukuba Ms. Sayuri 
Yamamoto teaching Judo to Tajikistan judokas. 15th March 2016. 
Dushanbe, Tajikistan. 
Photo12. Judo coaches from University of Tsukuba Mr. Shun 
Kondo and Ms. Sayuri Yamamoto with Tajikistan judokas after 
the morning training. 16th March 2016. Sport club “VASTAN”, 
Dushanbe, Tajikistan.
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１．はじめに
アフリカは、2050 年には人口が 25 億人に達し、
世界人口の約 4 分の 1 を占めるようになる 17）。日
本政府は、1993 年から 5 年ごとに世界銀行と共催
でアフリカ開発会議（TICAD）を開催してきた。
2016 年 8 月、ケニアの首都ナイロビで開かれた同
会議の基調講演の中で、共同議長を務めた安倍晋三



























実行してきた 8）。1990 年代に NGO などの活動によ
り、徐々に拡大し始めた「開発におけるスポーツ
（Sport in Development）」の取り組みは、2000 年初頭
に実施された数々の国際的な政策方針の制定などに
よって、強化されていった。Levermore と Beacom 7） 
は、オンライン上で運営されている「スポーツと
開発のための国際プラットフォーム（International 
Platform for Sport and Development）」に登録されてい








する国連機関間タスクフォース（The United Nations 




ためのスポーツ局（United Nations Oﬃce on Sport for 




活用可能性を示唆した 22）。2015 年には、MDGs の
最終年を迎え、2030 年までの 15 年間に国際的に取
り組むべき開発課題の目標として、新たに 17 の持
続可能な開発目標（Sustainable Development Goals: 


















少年スポーツ協会（Mathare Youth Sport Association: 
MYSA）注 2）やスポーツ・コーチ・アウトリーチ（Sport 
Coach Outreach: SCORE）、そしてキッキング・エイ









































である。国連人間移住計画（United Nations Human 
Settlements Programme: UN-Habitat）21）によると、2000 
年に 7 億 9 千百万人程であった開発途上国におけ
るスラム人口は、年々増加傾向にあり、2014 年は
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娠に関する対策へのニーズは、2002 年から 2012 年






















分以下であり（少年 17,770 人に対し、少女は 7,594
人）、「近年、（同団体への）少女の参加比率が少年
に比べて低く、伸び悩んでいる」（2016 年 2 月 16 日、
MYSA 代表 David Thiru 氏へのインタビューより）





































2 月 16 日に行った MYSA のユースリーダー 12








はなかった。また、2 月 17 日に訪れたマザレ地区















3） リプロダクティブヘルス、4） 職業機会の 4 分野
で課題に直面していることが分かった。
各課題については、2 月 17 日のマザレ地区の家
男性 女性 不明 計
国際的スポーツ
1. バレーボール 2 3 3 8 
2. サッカー 3 1 3 7 
3. ボクシング 3 1 2 6 
4. 水泳 2 1 1 4 
5. ハンドボール 1 1 1 3 
6. ラグビー 0 0 2 2 
7. 陸上 1 0 1 2 
8. スクラブル 0 1 1 2 
9. バスケットボール 0 0 1 1 
10. ネットボール 0 1 0 1 
11. フィールドホッケー 1 0 0 1 
12. ポーカー 0 1 0 1 
13. プレイステーション 0 0 1 1 
14. 自転車 1 0 0 1 
伝統的スポーツ
1. ルド (Ludo) (サイコロ) 1 1 1 3 
2. 伝統舞踊 1 1 0 2 
3. ダーツ 0 1 0 1 
4. バン (Bang) 0 0 1 1 
5. ブリキチョ (Brikicho) 0 0 1 1 
6. ダムダム (Dam Dam) 0 0 1 1 
7. ドッヂボール 0 0 1 1 
8. パフォーマンス 1 0 0 1 
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3） リプロダクティブヘルス、4） 職業機会の 4 分野
で課題に直面していることが分かった。
各課題については、2 月 17 日のマザレ地区の家
男性 女性 不明 計
国際的スポーツ
1. バレーボール 2 3 3 8 
2. サッカー 3 1 3 7 
3. ボクシング 3 1 2 6 
4. 水泳 2 1 1 4 
5. ハンドボール 1 1 1 3 
6. ラグビー 0 0 2 2 
7. 陸上 1 0 1 2 
8. スクラブル 0 1 1 2 
9. バスケットボール 0 0 1 1 
10. ネットボール 0 1 0 1 
11. フィールドホッケー 1 0 0 1 
12. ポーカー 0 1 0 1 
13. プレイステーション 0 0 1 1 
14. 自転車 1 0 0 1 
伝統的スポーツ
1. ルド (Ludo) (サイコロ) 1 1 1 3 
2. 伝統舞踊 1 1 0 2 
3. ダーツ 0 1 0 1 
4. バン (Bang) 0 0 1 1 
5. ブリキチョ (Brikicho) 0 0 1 1 
6. ダムダム (Dam Dam) 0 0 1 1 
7. ドッヂボール 0 0 1 1 
8. パフォーマンス 1 0 0 1 
9. 闘牛 1 0 0 1 
表 1
91アフリカにおけるスポーツを通じた女性のエンパワ メーントに関する予備的研究：少女のリプロダクティブヘルス啓発に着目して
庭訪問による母子へのインタビューや、2 月 20 日
に MYSA 本部で行ったユースリーダーへの 2 回目































していた」（インタビュー、2016 年 2 月 20 日）
同氏がマザレ地区でこのような生活をしていた
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